
兵庫県丹波市豪雨災害 

第３次災害ボランティア派遣レポート 
 

 8月 16日から 17日にかけての豪雨で被害を受けた兵庫県丹波市に向け、3度目となる災害ボランティア派遣を 11月 16日に

実施しました。この日は丹波前山復興記念祭が開催されたこともあり、泥だし等の活動は休止となり、参加した金沢大学、金沢星

稜大学、金沢学院短期大学の学生 9名は、他のボランティアスタッフ、住民らとともにフードコート、支援物資バザー、子どもの遊び体

験コーナーなどの運営のお手伝いをしました。  

現地では 11月末時点で 42世帯 119人が避難生活を続けているほか、多くの田畑が泥に埋まったままの状態です。今回の復興

祭は、豪雨災害から 3か月が経過し、住家等の泥だしが一区切りついたことから開催されましたが、これまで継続的に支援活動を行

ってきた団体同士が顔を合わせ、今後の支援のあり方等について意見を交わす機会ともなりました。 

 


